20190428レムナント教会1部
  現場征服の力(ヨシュア6:12-16)
　人々は、外見ではいろいろ異なっていて、また、ごまかしているときもありますが、実際は、様々な悩みを抱えて生きています。特に、周りの人が気づかない場合もあるでしょうけれども、勉強はして、仕事はしているのにもかかわらず、自分でコントロールがなかなか効かない問題、どうにもならない悩みを抱えて生きている人が少なくありません。また、ある人は、家庭の複雑な事情をなかなか越えられないまま悩んでいる人もいます。また、願ってもいない病にかかって、その苦しみの中にいる人もいます。そして、予想だにしない事故に遭い、ため息をするしかない人もいるわけです。自分なりには真面目に一生懸命、頑張るつもりなのですが、なかなか成果が出ず、自分の無能さにがっかりしている人もいます。そのようなことが合わさって、他の人と自分を比べて、その比較意識のゆえに、劣等感や逆に優越感などにとらわれて、それに翻弄されてしまう場合も少なくありません。こういったことが、その人の精神的な状態に影響を与えるようになり、結局、疲れて重荷を背負って人生を生きるしかないわけです。

しかし、そういった人々の本当の問題は、なぜ自分たちがそのようになってしまったのかという本当の理由が分かっていないことなのです。本当の理由は、神様を離れてしまい、実は目に見えない悪魔、サタンに操られることによってそうなってしまったということなのですが、それが分かっていないので、仕方がなく、何かのせい、誰かのせいにするしかないのです。何かのせい、誰かのせいにする場合は、必ず心に傷としてそれが残るようになるでしょう。そうこうしているうちに、結局、突破口を求めて占いに頼ったり、あるいは偶像などにお願いをしながら何かを頼んだり、あるいは宗教を求めたりするようになるしかないでしょう。でも、そこに答えはありません。それは、自分なりには突破口を求める行為でしょうけれども、さまよい続けるようになる結果になります。

このような人々がいるところが、皆さんが遣わされている現場というところなのです。そのような現場に、現場灯台として信者の皆さんがそこに置かれているということを忘れてはいけません。でも、私も様々な問題があるのに、私も本当は未熟なことだらけなのにと思うかもしれませんが、そういうこととは関係なく、信者の皆さんはすでに違う存在に変えられて、そこにまことの人生の答えを提供することによって、光を放つことができる現場灯台として遣わされているということを覚えていてください。まことの答えはキリストです。キリストをもってまことの答えを提供することによって、そのたましいを生かす存在としてその現場にいま皆さんが置かれているということを、改めて覚えていただきたいと思います。たぶん、1週間さっぱり忘れていて、日曜日の礼拝のときに思い出して、礼拝が終わって帰る頃には、うちの教会には引き出しなどないのですが、どこかにしまっておいて帰る傾向があると思います。だから、わざと引き出しなどは作っておりません。持って帰らないといけません。
それから、信者であれば誰であっても現場灯台としてたましいを生かすことができます。なぜなら、それが皆さんの力、私たちの力によるものではないからです。自分がああだ、こうだということで、できる、できないということは、信者としてふさわしくないものです。皆さんご存知のように、ダビデを思い出して考えてみてください。ダビデは小さな少年で、鎧が自分のサイズに合うものがなくて、普段着のまま5つの石を持って、相手はゴリアテ、ジャイアントです。たぶん、3メートルぐらいになるかもしれません。それに完璧な鎧を揃えて、ヘルメットをかぶって、槍と剣をもって、これまでいろいろな戦いをくぐってきた戦闘に長けているものなのです。それで戦いになるのでしょうか。だから、ゴリアテが勝利して、ダビデは負けるに決まっていると皆が思うでしょうけれども、結果はまったく違います。それがどんでん返しというものなのです。信仰は、そういうものなのです。もちろん、ダビデは信仰を持っていました。ダビデはこのように言いました。おまえは槍と剣をもって向かってくるだろうけど、私はおまえが侮辱している主の御名によって、いまで申し上げるとキリストの御名によって立ち向かうと。だから、小さい少年で武器はなくても、十分、勝利できたわけです。信者であれば誰にもこの特権が与えられています。それでわざと神様は、初代教会をスタートさせるときに、皆逃げてしまったのでわずかな人が集まり、しかも社会で無視される下っ端の人ばかりでした。当時、人間を数えるときに数にも入らなかった人たち、そして、女性が70％以上を占めるような集まりでした。そのような集まりを通してスタートさせました。当時、その初代教会は、パリサイ教、ユダヤ教に迫害を受けていたわけです。それに物理的に抵抗できるような何の力も背景などもまったくありません。だからといって、初代教会がパリサイ教会に負けたでしょうか。後ほど申し上げますが、私たちの力でやるものではないので、信者であれば誰でも十分に可能なのです。Ⅰコリント1：26-29を後で調べて読んでみてください。あなたがたの中で偉い者がいるのか。弱い者を招いて、強い者をはずかしめるために、ない者を招いて、ある者を、自慢している者を、偉い者をはずかしめるために、神様はそのようなやり方でなさったのです。だから、私たちにある弱さや、また、問題だと思っているいろいろなことなどは、現場でたましいを生かすことに関して何の問題にもなりません。今日から底の部分の考えをぜひ変えて、変えたまま現場に戻っていただきたいと思います。このような内容を祈りと言います。私たちの力でやれるものではありません。祈りによるものなのです。

それが今日のヨシュア記にも詳細に記されています。イスラエルの民が、カナンの手前まで来て、エリコ城という難攻不落のところにぶつかるようになりました。そこで神様は、ヨシュアに指示されます。まず、毎日1回ずつ、お城の周りを回りなさい。そして、6日間回って、7日目には7回回りなさい。回るときには、契約の箱を先頭に立たせてそれに従い、それから祭司によって角笛を鳴らし、それを聞きながらそこで回りなさい。それを普通に考えると話にならないやり方なのです。神様は、なぜそのようにされたのでしょうか。あなたがたの力やあなたがたの都合によって成し遂げるものではない。神様ご自身の力によって神様がなさるのですが、あなたがたを用いてやることなので、それを祈りと言います。ですから、今日、ヨシュア記を通して、エリコ城を崩して成功したことを通して、祈りは一体何なのか、どのように祈ればいいのかということを考えて行きたいと思います。
まず、祈りというものは、契約の箱を前に立たせて、それに従っていくということが祈りです。それは言葉を変えますと、契約の箱というのはキリストを指す言葉です。つまり、祈りというものは、何があってもキリストを優先することです。キリストを真っ先に立たせることです。いろいろな事情、都合があり、また、いろいろな課題などがあるかもしれません。その前に、キリストを優先すること。それが祈りであり、その祈りによって難攻不落に見える現場に、神による御業が現れるようになるということです。どんなときでも、どのような場所であっても、どんな状況に置かれていても、まず先にキリストを優先することなのです。それが祈りです。ほとんどのクリスチャンの方々が祈りをしていないし、祈るとしてもキリストを優先して祈ることがないのです。そうすると、結局、自分のつぶやきに過ぎないものであり、宗教的なもので終わってしまうのです。祈りは、そういうものではありません。契約の箱に従って、キリストを優先することです。キリストを優先することというのは、どういうことなのでしょうか。イエスはキリスト、すべては完了した。死と罪の原理から解放されて、あなたがたの罪はもう永遠に記憶しないということです。つまり、キリストを優先するというのは、どんな時でも、何があっても、どういう状況に置かれていても、まず私に問題はない。もう問題は終わった。何一つ問題にしません。いま病気を抱えていても、成績がだめであっても、精神的ないろいろなトラブルなどがあるとしても、歯を食いしばってキリストを優先して、問題は終わった。問題はありません。何も問題にしませんと告白することです。感情的にそれについていけるかどうかは、後々の話です。感情を優先しないように、気持ちを優先しないようにしましょう。約束による信仰なのです。キリストを優先するというのは、問題が終わっただけではなくて、今現在、私は幸いなものだ。私は幸せな者なのだということです。辛い問題があるけれども、キリストを優先すると私は幸せな者なのです。心の貧しい者は、幸いです。天の御国がその人のものだからです。「バルヨナ・シモン、あなたは幸いです」と言われたときに、私たちがいままでイメージしてきた幸せとは程遠い状況なのです。幸せは、そういうものではありません。それは獣的な、動物的な幸せ感であり、人間の幸せは神がともにおられることなのです。いのちあることが幸せなのです。地獄に行かないで、天国の民となっていることが幸せです。これから私は弱い者なのに、私を通して完了された勝利のキリストのちからが溢れ出ること、それが幸せです。

だから、キリストを優先するというのは、こういうことです。私は幸せなものなのです。だから、いま目の前にある様々な課題、いろいろな問題と思われていたそこは、実は神の国が臨まれる材料なのです。残っている課題は、神の契約、神の国が臨まれることだけなのです。良いか悪いか、幸せ不幸、そのようなレベルではなくて、神の国がフォーカスなのです。キリストが優先であれば。例えば、ダビデの場合は、死の影の谷を歩いているときでも、キリストを優先しました。だから、主は、私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことがありません。これは神の国、つまり、義へと私を導くためなのだと告白しました。これがキリスト優先、これを祈りと言います。そうすると、皆さんはどのような現場でも必ず勝利するようになります。パウロは言いました。刑務所の中でピリピ4：13、私を強くしてくださる方によって。つまり、キリストの中にあって、それを優先すると、刑務所の中なのに私にできないことは何もありません。お腹が空いた時でも、満腹な時でも、刑務所の外でも、刑務所の内側でも、私は構いません。問題がありません。私は幸せな者です。残っているのは、神の国が臨まれることだけなのです。少しの間、状況は何も変わらないで、そこが待てなくてすぐにまた戻ってしまう傾向がありますが、忍耐を尽くしてください。これはただ我慢して待つという意味ではありません。確実な約束なので、キリスト優先なのです。契約の箱に従って。
それから、一つの条件がありました。ヨシュアが民たちに言いました。何もしゃべらないように。口を開けないように。だから、そこを回るときに、何もことばを出さず、聞こえてくるのは角笛を鳴らしているその音だけなのです。角笛を鳴らすというのは、いまで言いますとキリストの福音であり、神のみことばだけなのです。それだけが動くように口を閉じる、これが祈りなのです。つまり、自分のことを否定することが祈りです。いろいろな意見がこみ上げてくるでしょうけれども、それを抑えて殺すこと、これが祈りです。なぜなら、キリストを優先したので、神のみことばがあるわけですから。いままで私たちは、神のみことばと関係なく、神様を離れて生きてきた人生に慣れているので、サタンと仲良くしていたときに自分中心だったので、ついついそうなってしまうでしょうけれども、祈りというものは、そこをしっかり意識して自分を打ち殺すことなのです。口を閉じて。自分なりに計算もできるかもしれません。いままでいろいろな経験もあったでしょう。そして、自分なりのいろいろなレベル、水準というのもあります。そういったものを一切否定してください。初代教会の人たちが、「この国はいつ独立するのでしょうか。植民地はいつ終わるのでしょうか」と聞いたときに、使徒1：7、イエス様がおっしゃいました。祈りを教える時に、それは、あなたがたは知らなくてもいいよ。気にしないようにとおっしゃいました。Ⅰコリント15：31、パウロは、私は毎日死ぬと言っています。これが祈りなのです。ピリピ4：6-7、何も思い煩わないで、祈りをもって、願いをもってとあります。何も思い煩わないでとは、どういうことなのでしょうか。自分では思い煩うしかない状況、そういう課題でしょうけれども、自分を打ち殺してということです。イエス様が最後の晩餐のときに、ヨハネ15：7でおっしゃいました。わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝ですとおっしゃいながら、あなたがたがわたしの中に、わたしのことばがあなたがたの中にとどまるなら何でもお祈りしなさい。実を結びますとおっしゃいました。自分を否定して、口を閉じるということは、神のみことばがとどまることなのです。キリストの福音だけが力を発揮するようにすることなのです。それを思考停止と言います。いろいろな思いが行き交うでしょうけれども、それをストップさせることです。違うよと。イエスの御名によって、サタンよ、去れとストップさせることです。あまり慣れていないので、ストップさせるためのいろいろな方法を考えた中の一つに深い腹式呼吸などがあるわけです。その理由は、思考停止のためなのです。祈りというものは、キリストを優先して自分を否定する、つまり、思考停止すること、これが祈りなのです。

そして、もう一つ申し上げますと、7日間回って、最後は7回回りました。7×7という数字でしょう。イスラエルでは、7という数字は「神様の完全」という意味があります。7×7の次の日に、五旬節の日が来て、そのようにつながるものなのです。そのときに何もしゃべらずに、黙って従って、最後の7回目が終わったとき、祭司によって角笛を鳴らすときに、それを聞いて皆がいままで我慢していた大きな声で一斉に叫ぶようにと言われました。そのときにエリコ城が崩れてしまいました。イスラエルの民は手を出すことがありません。でも崩れて、そこで勝利することになったわけです。これは何を意味するのでしょうか。神様がなさることは完全なのです。ですから、こちらで何も疑わずに、その角笛の音、つまり、ラッパのキリスト、福音のメッセージを聞き、それに皆でオールインすることなのです。祈りというのは、キリストの福音にオールインすることです。なぜなのでしょうか。キリストにあって聖霊の導きというのは完璧なのです。皆さんが何かを足して、なにか意見をする。そうする必要がありません。7という数字は、完全という数字であって、聖霊の完璧な導き、そして、聖霊様の完全なる力というものがありますので、黙ってオールインしなさいということです。オールインというのは、分かりやすい言葉で言うと集中ということです。集中というものは、変なイメージもあるでしょうけれども、それこそが自分自身をささげることなのです。そして、集中というのが、聖霊充満ということです。これが祈りです。キリストで、そこに聖霊の導きと聖霊の力が完璧、完全なものであれば、文句を言わずに、疑わずに、オールインすることです。集中して聖霊に満たされることを求めてください。何かを狙ったり、求めたりする以前に、そこに完全なる神の中に自分を全部オールインすることです。何も考えずに。それを味わうと言います。あなたがわたしの中にとどまるのであれば。祈りというものは、こういう願い、課題があるので、「してください。してください」と宗教のように求めるものではありません。自分を完全なる神様、キリストの福音、聖霊の導きの中に預けることです。オールインです。すぐに変化が起こらなくても、この通りにやってください。やること自体が幸せなのです。必ず神の国が臨まれます。このような内容を使徒1：14にあるように、祈りに専念するというわけです。この祈りによって現場は変わるようになります。信者であれば誰でもできることだし、誰にも許されている祝福です。そして、やらないといけない信者の新しい生き方です。いままでは神がいらっしゃらなかったので、自分本位でその現場の中であれだ、これだがあったでしょうけれども、救われた信者は生き方が変わります。まず、自分を完全なる主に預けることです。そのあとどうなるのかを体験しないといけません。
この間、ある先生から聞きました。会社、事務所にどうしても理解できない上司がいて、何回も職場を転々と変えていたのですが、メッセージを聞いて歯を食いしばって、その背後に働いている暗やみの力を縛り上げつつ、このサミットの祝福をずっと味わっていたら、その上司がひざまずいて謝るしかない出来事が起こったそうです。起こるからではありません。必ず自分のいままでの思い通りではなくて、祈りによって現場は十分変えられます。ときには、自分が死ぬときまで状況が何も変わらない場合もあります。死んだ後、変わるときもあります。でも、私たちが心に覚えていないといけないのは、私たちのやり方は祈りです。必ず変わります。わざとではありませんが、2部礼拝のメッセージも祈りです。神様がレムナント教会の愛する兄弟姉妹が、ついに時刻表になっているので、現場でその真価を発揮する時刻表になっているので、神様が祈りをおっしゃっているのではないかと思います。エリコ城を回るときには、聞こえてくるのはラッパの音しかありません。これが祈りであり、これが教会です。皆さんの頭の中でいろいろな思いがあるでしょうけれども、それは全部打ち殺されて、みことばだけが動くようになることです。集中して、キリストを優先して、自分自身を否定して、そして、キリストの福音、みことばにオールインすることです。それがやり方なのです。

そうならば皆さん、祈りにフォーカスをあわせて、祈りの時間をまず決めてください。ならば私は、このような祈り、つまり、自分を無にして主に預け、みことばに預ける時間を設けよう。これが信者として当たり前な義務であり特権です。まず、それを決めてください。実践できなくても、まず決めないといけません。決めないというのは、人間的に申し上げると、「私は生きたくありません。死にます」という話と同じです。どうやって生きていきますか。祈りなしで。だから、右往左往するでしょう。自分自身を無にして、聖霊の導きによって生きましょう。いろいろな問題、課題、悩みなどがあると思います。それを全部、主にゆだねて、全部投げ出して、そのような皆さん自分自身をキリストにオールインする祈りの時間を決めて、祈りを実践してみてください。そうすると、必ず現場での勝利者としての体験ができるようになります。暗やみの力が砕かれて、神の国が臨まれるようになります。それが実を結ぶことなのですが、その結果のために、皆さんに聖霊がともにおられるわけです。そのような結果をもたらす存在にするために、イエス様が十字架で血を流されて、皆さんをきよめて新しく造り変えられて、聖霊を通していまともにおられるのです。人間的に比較して、偉い、偉くない、だめだ…などは一切いりません。逆に弱い人こそチャンスだと思ってください。そのような弱さと、自分の人生の勝利とは一切関係ないことを証明する使命をもって祈りに専念してみてください。自分自身を主に預けてみてください。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。難攻不落のエリコ城が祈りによって、神の方法によって、崩れて勝利することができました。私たちクリスチャンひとりひとりが、いま様々な課題、いろいろな問題を抱えていますが、一切問題にならないし、祈りによって現場の勝利者として用いられることを今日確認しました。不信仰が砕かれて、本当にキリストを優先し、自分自身を否定して、主に自分を預けるオールインの祈りの祝福を味わうことができるようにひとりひとりを憐れみ、また導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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